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研究の目的：
市町の境界を越えた広域避難実現のために、各関係主体の役割
を確認、共有した上で、各関係主体が連携するための広域避難シ
ステムを構築し、図上訓練によってその妥当性を検証する。
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実証実験について

１．テーマ：大規模河川の氾濫に対する広域連携に
よる住民避難の実現に向けた体制の確認

２．実証実験の目的：

①被災自治体が避難情報発令する際の基準、避難
情報伝文の内容、そして支援機関への要請内容を
確認する。

②広域避難の支援主体、支援の内容、ならびに支
援のために必要となる情報を整理する。

③山梨無尽システム（災害対応管理システム）の広
域連携のための情報共有ツールとしての有効性を検
証する。
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災害対策本部を中心とした指示命令系統の
統一、情報共有と災害対応管理システム



山梨県、８市町ならびに甲府地区消防本部の

災害対応管理システムを連携させました。
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これまでの取組み（中央市）

• 第１回ＷＳ～第３回ＷＳ

• 災害対策本部を中心とした災害対応体制

• 無尽（災害対応管理システム）研修

• 災害図上訓練（水防警報～避難勧告）

• 避難計画立案と支援要請（要請時に必要な
情報の準備含む）

• 第4回ＷＳ（中央市＋支援機関）





これまでの取組み（甲府市）

• 第１回ＷＳ～第３回ＷＳ

• 釜無川氾濫の危険が迫る状況下で、内水氾
濫に対する対応と、中央市の要援護者避難を
支援する災害図上訓練を実施

• 第１回と第３回は県キャラバン隊事業の一部
（県防災危機管理課参加）

• 第4回ＷＳ





これまでの取組み（支援機関）

• 第１回ＷＳ～第３回ＷＳ

• 広域避難を支援するための水防情報伝達と
交通規制に関する課題抽出、解決策検討

• 甲府河川国道事務所、山梨県防災危機管理
課、中北県民センター、県土整備部（企画、道
路、治水）、県警本部、（甲府市、中央市、南
アルプス市、甲府地方気象台）

• 第4回ＷＳ





平成２５年１０月１９日２１時００分 甲府地方気象台
発表
中北地域」大雨、洪水警報」雷注意報」
（（中北地域では、２０日夕方まで土砂災害に警戒して
下さい。２０日昼過ぎまで低い土地の浸水や河川の増
水に警戒して下さい。））
中央市 [発表]大雨、洪水警報 [継続] 雷注意報

特記事項 土砂災害警戒 浸水警戒
土砂災害 ２０日夕方まで

浸水 ２０日昼過ぎまで
３時間最大雨量 １００ミリ

洪水 ２０日昼過ぎまで
付加事項 突風 ひょう

前日より大雨洪水警報発表

累積雨量２００ｍｍ



平成２５年１０月１９日２１時００分 甲府地方気象台
発表
中北地域」大雨、洪水警報」雷注意報」
（（中北地域では、２０日夕方まで土砂災害に警戒して
下さい。２０日昼過ぎまで低い土地の浸水や河川の増
水に警戒して下さい。））
甲府市 [発表]大雨、洪水警報 [継続] 雷注意報
特記事項 土砂災害警戒 浸水警戒
土砂災害 ２０日夕方まで
浸水 ２０日昼過ぎまで
１時間最大雨量 ６０ミリ
洪水 ２０日昼過ぎまで
付加事項 突風 ひょう

前日より大雨洪水警報発表



9：00
大雨洪水警報
（北杜市，韮崎市，甲斐市，南アルプス市，昭和町，
甲府市，中央市）

富士川水防警報
船山橋水位観測所ならびに浅原橋水位観測所の水
位が，９：００に水防団待機水位（１．５ｍならびに４．
３ｍ）に達しました．船山橋の水位は１時間に30cm
程度上昇しています．
浅原橋4.3m、船山橋1.5m

国土交通省甲府河川国道事務所からの水防警報

時間40mmの激しい雨、中央市、昭和町、甲斐市、韮崎市
累積雨量300mm



9：30

富士川水防警報
船山橋水位観測所の水位が，９時３０分にはん濫注
意（警戒水位）（２．０ｍ）に達しました．
浅原橋観測所4.5m、船山橋観測所2.0m
船山橋の水位は１時間に10cm程度上昇しています。
今後，中央市ならびに上流で200mmの降雨が予想
され，２時間後にはん濫危険水位に達する可能性が
あります。
なお、キトー付近において、左岸河川敷に洗掘箇所を
発見しました。対策を行っているところです。

中央市で時間100mmの猛烈な雨、累積雨量360mm



9：35
９時３０分山梨県で記録的短時間大雨

山梨県記録的短時間大雨情報 第１号
平成２５年１０月２０日０９時３５分 甲府地方気象
台発表

中央市付近で約１００ミリ



９：５０ 内水氾濫（消防団から通報）

• 極楽寺で内水氾濫。床上浸水で取り残された
市民から救助要請(１１９番にて甲府地区消
防本部へ）。

• 今福ならびに今福新田でも内水氾濫で床上
浸水。取り残された市民から救助要請（消防
団、危機管理室が入力）。

• 中央市：県災害対策本部と甲府地区消防本
部へ救助要請、消防団へ救助を要請

●大雨は継続。今後、さらに200mm程度の大雨



１０：００

相川水防警報
相川水位観測所の水位が，１０時００分に水防団待
機水位（通報水位）（１．３ｍ）に達しました．
相川観測所：１．４ｍ
荒川水防警報
荒川水位観測所の水位が，10時00分に水防団待
機水位（通報水位）（１．８ｍ）に達しました．
荒川観測所：１．９ｍ

中北建設事務所からの水防警報



１０：００

富士川水防警報
浅原橋水位観測所の水位が、１０時００分にはん濫
注意水位（警戒水位）（４．６ｍ）に達しました。
浅原橋観測所4.6m、船山橋観測所2.1m
今後、釜無川上流で200mmの短時間大雨が予報さ
れています。1時間後に船山橋観測所ではん濫危険
水位に達すると思われます。

時間50mmの非常に激しい雨
中央市、昭和町、甲斐市、韮崎市

国土交通省甲府河川国道事務所からの水防警報

甲府地方気象台：山梨県に大雨特別警報を発表



１０：３０

富士川水防警報
浅原橋5.4m、船山橋2.1m
釜無川左岸（リバーサイドタウンの北約１００ｍ）キトー
付近で左岸堤防の洗掘が進んでおり、2時間±1時
間で破堤の可能性が高い。
破堤すると中央市田富、玉穂、ならびに昭和町と甲
府市の一部が浸水します。
破堤箇所が最も近い氾濫シミュレーションの結果を提
供します。

国土交通省甲府河川国道事務所からの水防警報



浸水予想と要援護者の分布（24時間後）



中央市の被害報告



県警と県土整備部、国交省
による交通規制



山梨県と甲府市のホットライン



山梨県と市川三郷町のホットライン



山梨県による市町村指示対応閲覧













甲府市による要援護者受入れ検討



国土交通省甲府
河川国道事務所

市川三郷町



山梨県災害対策本部で交通規制を協議





メディアは県庁システムから
すべての情報を閲覧



実証実験参加者全員が、ＷＳから実験ま
でのすべてのステップＡＵＳＥについて評価



支援機関の職員を対象としたアンケート②
【第二回支援機関WS （8月6日）に関して】

アンケート回答者 10人

参加機関名 人数

甲府河川国道事務所 1

山梨県 危機管理課 2

県土整備部 2

県民センター 3

甲府地区消防本部 2

3

3

4

0 2 4 6 8

よく理解できた

ある程度理解できた

どちらともいえない

あまり理解できなかった

全く理解できなかった

(1) 釜無川氾濫の特徴を理解することができましたか？

回答者数

2

4

4

0 2 4 6 8

よく理解できた

ある程度理解できた

どちらともいえない

あまり理解できなかった

全く理解できなかった

(2) 広域避難実現のために解決する課題を理解することができましたか？

回答者数



中央市の職員を対象としたアンケート⑤
【広域避難実証実験（10月20日）に関して】

アンケート回答者 20人3

15

4

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16

よくできた

ある程度できた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

(2) 本日の実証実験では、広域避難を実施するために適切な対応を取ることができましたか？

回答者数

8

13

2

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

有効だ

ある程度有効だ

どちらともいえない

あまり有効でない

全く有効でない

(3) 広域連携を円滑にするために災害対応管理システムは有効だと思われますか？

回答者数

参加部署名 人数

本部員 4

危機管理室 3

総務部 ４

民生部 4

教育部 2

建設部 3

農政観光部 2

消防団 1



中央市の職員を対象としたアンケート⑤
【広域避難実証実験（10月20日）に関して】 アンケート回答者 20人

3
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本部員(N=4)
危機管理室(N=3)
総務部(N=4)
民生部(N=4)
教育部(N=2)
建設部(N=4)
農政観光部(N=2)
消防団(N=1)

3

1

2

1

3

1

3

1

2 4 1
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

0分

30分
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120分

回答者数

閲
覧

練
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時
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[分
]

本部員(N=4)
危機管理室(N=3)
総務部(N=4)
民生部(N=4)
教育部(N=2)
建設部(N=4)
農政観光部(N=2)
消防団(N=1)

(1-1)広域避難実証実験の開催までに、どれだけ災害対応管理システムの入力練習をされましたか？

(1-2)広域避難実証実験の開催までに、どれだけ災害対応管理システムの閲覧練習をされましたか？



（問）広域連携を円滑にするために災害対応
管理システムは有効だと思われますか？

8

13
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有効だ

ある程度有効だ

どちらともいえない

あまり有効でない

全く有効でない

回答者数

中央市(N=24)
甲府市(N=4)
支援機関(N=13)

N =48



（問）山梨無尽システム（災害対応管理システム）を
全県に普及展開させるべきだと思われますか？
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すべきだ

どちらかというとすべき

どちらとも言えない
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回答者数

中央市(N=24)

甲府市(N=4)

支援機関(N=13)

他市町(N=7)

N =48



No. 報道機関種別 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

１ テレビ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

２ テレビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ テレビ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

４ ラジオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 新聞 ○ ○ ○ △ △ △ ○

６ 新聞 ○ ○ ○ ○ △ △ △

７ 新聞 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

１．災害時の報道のために閲覧したい画面（機能）はどれでしょう
か。
①各市町村の指示・対応報告
②各市町村の被害報告（消防団の報告を含む）
③各市町村の指示、被害、避難所開設状況の地図表示
④避難所運営状況一覧
⑤避難所の避難状況一覧
⑥避難所の避難者名簿
⑦市町村と県、消防本部、県との要請・連絡機能（ホットライン）



No. 報道機関種別 現状の取材方法と変わる点

１ テレビ ・一報が早くなるので、より現場を重視した取材が可能になる。
・電話にかける人員を減らし現場に行く記者を増やせる。
・FAX用紙が混在する混乱がなくなる。

２ テレビ ・情報収集を素早くすることができるので、被害現場への到着が
早くなり、より多く取材ができる。

３ テレビ ・インターネットを活用した取材（情報収集）機会の増加。
・より発災に近い時間での取材が可能になる。

４ ラジオ ・現在のFAX、電話による情報入手方法が一本化される。
※先月の台風の避難準備情報も各市町村によってスピードがま
ちまちだった。このシステムも入力しないとだめですが、閲覧する
側としては、大変ありがたいシステムだと思う。

５ 新聞 ・被害状況をより詳細に県民に伝えることができる。
・なぜこの避難所に避難すべきなのか、また最寄りの避難所位置
などを滞りなく県民に伝達できる。

６ 新聞 ・新聞デジタル、ツイッタ―等で自治体の対応などを発信できる。

７ 新聞 ・市町村への問い合わせは減ると思う。

４．上記災害情報が報道機関に公開された場合、現状
の取材方法がどのように変わりますか。



１０．２１読売
新聞朝刊

１０．２１
山日新聞朝刊

１０．２１ 朝日新聞朝刊



実証実験はＮＨＫ，ＹＢＳ、ＵＴＹにて放送

ＮＨＫ甲府放送局お昼のニュース



2月の雪害で甲府市と中央市が
災害対応管理システムを活用





成果の展開

• 実証実験実施後、国交省が中央市を対象と
した新たな洪水ハザードマップ技術検討会を
開催

• 平成26年度より、山梨県を主体として複数の
市町参加による技術検討会にて、広域避難
の検討が行われる予定

• 山梨無尽システムは、山梨県、県内市町村の
状況認識の統一のために使われる予定
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